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市立図書館・科学館に行こう！
祝 開館20周年特 集
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テレビ・ラジオ市政広報番組ガイド

ＫＴＳ KYT MBC
【テレビ】 【ラジオ】

KKB

●放送した番組をインターネットでご覧いただけます。
   詳しくは鹿児島市広報課1216-1133へ

●MBCラジオ・エフエム鹿児島・鹿児島シティエフ
　エムでは、随時、最新の市政情報をお知らせ

ＭＢＣラジオ
■市政スポット
　毎週日曜日16時55分～17時
エフエム鹿児島
■鹿児島市からのお知らせ
　毎週月曜日10時15分ごろ
鹿児島シティエフエム
■かごしまンドリーム
　毎週第4土曜日17時30分～18時
■フレッシュライフ鹿児島
　毎週月曜日7時55分～8時
■ピックアップ市民のひろば
　毎週水曜日11時50分ごろ

毎月第１日曜日
9時～9時30分

Ｇｏｏｄでタイムリーな
市政情報が満載

毎月第３日曜日
7時30分～8時

市政の話題や暮らし
に役立つ情報満載

毎月第４日曜日
10時30分～11時

旬の話題を市民目線
で分かりやすく紹介

毎週金曜日
18時55分～19時

子育て世代必見の情
報を毎週お届け

�屋外のオブジェ

【 時
とき

　 標
しるべ

 】
〜龍馬、お龍と薩摩でひと休み（いづろ交差点）〜

“時標”は近代日本に影響を与えた薩摩ゆかりの人たちを紹介する新
しいまち歩きのためのオブジェ。７カ所15体の偉人像があなたを歴史
散歩へいざないます。

市民フォト鹿児島は、市ホームページ
（http://www.city.kagoshima.lg.jp）でもご覧いただけます
市民フォト鹿児島は個人購読ができます 定価 200円  
申し込みは鹿児島市広報課 1216-1133へ

★表紙写真説明
　友達同士でやってきた子どもたち。今日は市立図書館・科
学館どちらで楽しむのかな

3【特集】祝開館20周年

薩摩の若者 海を渡る
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私の好きな場所
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イベントアルバム

とれたて旬のかごしま

今日も元気です!!

かごしま上空散歩

市立図書館・科学館に行こう！

鹿児島市維新ふるさと館
館長 福田　賢治 さん

天ちゃん劇団

赤塚　守 さん
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市制施行100周年を記念して平成２年12月に開館した市立図書館・科学館。
これまでの20年間の来館者数は市立図書館が1342万人、科学館が２71万人にのぼります。
多くの人々に親しまれ、愛されてきた両館。その魅力を支えてきたのは多くの人の協力でした。
今度のお休みは市立図書館・科学館の魅力を感じに行ってみませんか。
【（上）プラトンボを作って遊ぶ少年・科学館　（下）さつまっ子読書祭りに集まった子どもたち・図書館】

市立図書
館・科学館

に行こう
！開館20周

年

� 【特集】祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！



市立図書館の蔵書数は約48万冊。鹿児島市民の本箱として愛

されています。

一般開架室のほか、赤ちゃんを連れた親子などが安心して絵本

などを楽しめる「赤ちゃんえほんのへや」、映画や音楽を視聴するこ

とができる「視聴ブース」などがあり多くの市民に利用されています。

また、椋鳩十児童文学賞受賞作品展などの企画展やおはなしの

会、親子読書教室など、親子で本を楽しめるイベントなども定期的

に行い、本や文学の世界に親しんでもらうための取り組みを行って

います。

宇宙劇場。直径23メートルのドームスクリーンが大迫力

１日に借りられる本は平均して約3000冊。まさに鹿児島市民の本箱

◇開 館 時 間 ９時30分～19時
 （土・日曜、祝日は18時まで）
◇休　館　日 火曜日
 (祝日のときは翌平日)、
 12月29日～1月4日
◇貸し出し冊数 1人5冊以内
◇貸し出し期間 2週間以内

市立科学館は、鹿児島を代表する火山やロケットなどを科学の

テーマとして取り上げています。

展示コーナーは「鹿児島の自然ゾーン」「宇宙の探求と開発ゾー

ン」「環境と技術ゾーン」「コミュニケーション技術ゾーン」に分かれ

ています。各ゾーンには見て、触れて、体験できるコーナーがあり、

科学を身近に感じ、楽しく学ぶことができます。

大人気の宇宙劇場は、1000万個の星を映し出すことができる光

学式プラネタリウムと、世界最大のフィルムで巨大ドームスクリー

ン全体に、美しく迫力ある鮮明な映像を映し出せるドームシネマを

楽しむことができます。

◇開 館 時 間 ９時30分～18時
 (入館は17時30分まで)
◇休　館　日 火曜日
 (祝日のときは翌平日)、
 12月29日～1月1日
◇入　館　料 高校生以上400円、
 小・中学生150円
◇宇宙劇場観覧料
 高校生以上500円、
 小・中学生200円
※お得な年間パスポートもあります

気軽に利用できる市民に開かれた図書館未来に向けて広がる科学の空間

祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！特 集

かい か
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祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！特 集

国生　敬さん
（桜島二俣町）

科学館では、星空観望会のお手伝いをしています。
鹿児島県天文協会は星や宇宙のことを好きな会員
が集まって結成された会。私たちが大好きな天文のこと
を少しでも多くの人に知ってもらえたらと思い活動して
います。
今日も望遠鏡をのぞいたことがない人たちが行列を
つくり、星空を見上げて喜んでいるのを見てとてもうれし
かったですね。
科学館のイベントが、星の美しさ、奥深さに興味を持
つきっかけになってくれると思います。

読み聞かせや人形劇などを通して子どもたちに本の世
界に興味を持ってもらえたらと、読み聞かせのボランティ
ア活動をしています。読み聞かせの合間には、歌を歌った
り指あそびをしたり、子どもたちに「楽しいな」と思ってもら
えるようにいろいろ工夫をしているんですよ。
子どもたちが夢中になって話を聞いてくれるのがとって

もうれしいですね。
初めての子どもをもつお父さん・お母さんにとっては読
み聞かせといっても、どうしたらいいのか分からないことも
多いと思います。そんな人たちにわたしたちの活動を見て
もらって、家庭でも読書の楽しみや言葉の面白さを伝えて
ほしいと思っています。

「りとるコアラ」と「おはなし文庫がらがらどん」
による読み聞かせ、人形劇を多くの親子が楽しん
だ「さつまっ子読書祭り」

図書館内にある張り紙には、かわいいイラストや
貼り絵が施されています。これも司書の手作り。
「こういう作業、実は苦手なんだけど・・・」と笑いな
がらも、楽しそうだなと思って本を手にとってもらえた
らという気持ちで作っているそうだ。

「あれが木星。望遠鏡で見ると木星の衛星も
見えるよ」「見えた。見えた。きれいだね」

材料や看板は手作り。「ほんの小さな
工夫で子どもたちは喜んでくれるんです」
と、みさき先生。「どうしたら興味を持って
もらえるか」「どうしたら楽しんでもらえる
か」をいつも考えているそう。

「本を読むのは苦手・・・」「科学って難しそう・・・」そんな人たちに読書の楽しさ・

科学の面白さを伝えようと取り組んでいる人たちがいます。

その人たちはみんな、「本が大好き」「科学が大好き」。大好きなことを伝

える皆さんの取り組みが両館の魅力を支えています。

りとるコアラ
祝迫　真理子さん

おはなし文庫がらがらどん
河野　麻紀さん

科学館3階のサイエンスラボ。「たのしもう！！サイ
エンス！！」の時間になると、子どもたちの歓声が聞こ
えてきます。目の前の実験に子どもたちだけでなく、
大人も夢中。
サイエンスラボでは、ものづくりコーナーの
時間に科学の不思議を利用した簡単な工作
を行うこともでき、こちらも人気。

｢みさき先生」こと山下 美咲さん
今年の4月からサイエンスラボで「たの
しもう!!サイエンス!!」とものづくりコー
ナーを担当。

鹿児島県天文協会
（左から）会長の永正 重俊さん、
森永 成一さんと橋元 秀則さん

図書館の裏側に広がる閉架書庫。ここには
約28万冊が所蔵されています。その中で作業
をしているのは司書の皆さん。新しい本を登録
したり、借りられなくなった本を整理したり、傷ん
だ本を修理したりとその作業はさまざま。読みた
い本をすぐに見つけられ、気持ちよく読めるよう
に見えないところで地道な作業は行われていま
す。

�【特集】祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！
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祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！特 集

国生　敬さん
（桜島二俣町）

市立図書館にもよく行きます
が、移動図書館が来る日は特別。
とても楽しみにしているようです。
絵本を楽しみにしているのはもち
ろんですが、お友だちとみんなで
本を選んだり、自分で借りる手続
きをしたりするのがうれしいみた
いですよ。
借りてきた本を一緒に読んだ

り、読み聞かせをしたりする時間
を大切にしたいですね。

科学館のコンパニオンのお
姉さんたちは、いつも優しい笑
顔で案内してくれて、わたしのあ
こがれ。
今日は、制服を着て、１日体験
できてとってもうれしかったです。
思っていたよりいろいろな仕
事があって、大変だなと感じまし
たが、やっぱりコンパニオンの
お姉さんたちはすてきでした。
わたしも、将来科学館のコン
パニオンになりたいです。

ルートに合わせて、乗せて行く本を変えます。この日
は幼稚園の子どもたちが楽しみにしている絵本を大量
に積み込み、準備完了。

市立図書館には「わかくさ号」と「こすもす号」の２台の移動図書館車が
あり、61カ所を巡回しています。１台に積み込まれている本は約3000冊。
市立図書館のカードがあれば誰でも利用できます。※巡回先に登録するには条件があります

たくさんの子どもたちが移動
図書館をお待ちかね。
みんなお気に入りの本は見
つかったかな。

スタッフ全員が集まり、その
日のイベント、予定を確認しま
す。コンパニオン体験のみんな
も参加。少し緊張ぎみ。

直径23メートルのドームス
クリーンで大迫力の映像など
を楽しめる宇宙劇場。上映中
暗くなるため、安全のための
大切なお知らせを放送します。
聞こえやすく、誰にでも分かり
やすい放送をするようコンパ
ニオンから指導を受けました。来館者の質問に答えたり、さまざまな実験装置の操作を行ったりするのもコ

ンパニオンの仕事。
また、次の人が気持ちよく利用できるように片付けるのも大切な仕事です。

科学館では１日の間に
さまざまなイベントが行わ
れます。それを館内放送で
皆さんにお知らせ。
初めての体験に戸惑い

ぎみでしたが、コンパニオ
ンのサポートで無事に放
送できました。

近所に住む人や、桜ケ丘福
祉館の利用者が、移動図書館
が来たことを知らせる音楽を聞
いて集まります。

まだまだ仕事は終わりません。
返却された本の整理や次の日
に回るコースに合わせた本の準備
などを行います。
問い合わせに対応するため、新
聞やテレビで取り上げられた本の
チェックも欠かせません。

皇徳寺小学校
松野　佑紀ちゃん

出発前の準備
出発！

２カ所目

　桜ヶ丘
福祉館

図書館に戻ったら

次の巡回先へ
　１日に４～５カ所
　　を巡回します

１カ所目

　鹿児島
さくら幼稚

園

　　に到
着

鹿児島さくら幼稚園
吉田　夏子さん
　　　百花ちゃん

ももか

朝礼

館内放送

館内での案内 宇宙劇場での案内
開館20周年を記念して、今年初めて開催された「科学館1日コンパニオン
体験」。抽選で選ばれた小学3年生～6年生の4人の女子児童が実際にコンパ
ニオンの制服を着て、仕事を体験。

�【特集】祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！
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し
ろ
さ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、小
さ

い
こ
ろ
か
ら
読
書
や
科
学
の
魅
力
に
ふ
れ
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

■
市
立
図
書
館
・
科
学
館
の
お
す
す
め
の
楽
し
み

方
は
あ
り
ま
す
か
。

一
人
で
行
っ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
む
の
も
も

ち
ろ
ん
よ
い
で
す
が
、わ
た
し
は
ぜ
ひ
、家
族
や
友
達

と
一
緒
に
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。本
を
選
ん
だ

り
、読
ん
だ
り
す
る
場
面
や
、科
学
の
実
験
を
見
た
り
、

体
験
し
た
り
す
る
と
き
に
、感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ

と
、発
見
し
た
こ
と
は
き
っ
と
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ

う
。そ
れ
を
家
族
・
友
達
と
語
り
合
う
こ
と
で
、一
人
で

は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
読
書
や
科
学
の
新
た
な
魅
力

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

■
市
立
図
書
館
・
科
学
館
に
今
後
、期
待
さ
れ
る
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

両
館
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
の
無
限
の
可
能

性
を
さ
ら
に
伸
ば
す
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

わ
が
国
を
代
表
す
る
児
童
文
学
者
・
椋
鳩
十
先
生

は
、鹿
児
島
で
地
方
色
豊
か
な
創
作
活
動
と
読
書
推
進

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
は
そ
の
業
績
を
顕

彰
し
て
椋
鳩
十
児
童
文
学
賞
を
創
設
し
、新
た
な
児
童

文
学
者
の
発
掘
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

の
受
賞
者
の
多
く
が
現
在
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

■
今
年
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
市
立
図
書
館
・
科
学
館

に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
・
科
学
館
は
、平
成
２
年
12
月
に
市
制
施

行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
、開

館
し
ま
し
た
。以
来
、市
立
図
書
館
は
入
館
者
数
１
３
４

２
万
人
を
超
え
、貸
し
出
し
冊
数
も
１
８
０
０
万
冊
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
立
科
学
館
は
２
７
１
万
人

の
方
々
に
来
館
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。両
館
が
多
く

の
方
々
に
愛
さ
れ
、利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、子
ど
も
が
小
学
生
の
こ
ろ
、家
族
で
よ
く

利
用
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
で
数
多
く

の
本
に
目
を
輝
か
せ
、科
学
館
で
、科
学
の
不
思
議
・
お
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
本
市
出
身
者
の
受
賞
は
あ

り
ま
せ
ん
。今
年
の
受
賞
者
・
佐
々
木
ひ
と
み
さ
ん
は

椋
先
生
の
作
品「
自
然
の
中
で
」に
出
会
っ
た
こ
と
が

創
作
の
原
点
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

大
切
な
本
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
、そ
し
て
、そ
の
出
会

い
か
ら
文
学
を
志
す
人
が
鹿
児
島
市
か
ら
も
た
く
さ

ん
出
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。市
立
図
書
館
は
そ
の
お

手
伝
い
を
で
き
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、科
学
の
分
野
で
は
、小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ

さ
」の
帰
還
や
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受
賞
な

ど
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。

実
際
に
自
分
で
体
験
し
、自
然
界
の
法
則
や
す
ぐ

れ
た
科
学
技
術
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、科
学
す
る
心
や
創

造
力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。市
立
科
学
館
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
型
の
施
設
と
し
て
、科
学
の

世
界
に
興
味
を
持
ち
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
も
視
野
に
、今
後
も
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長
に
聞
く

森　博幸 市長森　博幸 市長

〜
祝 

開
館
20
周
年
　

　

市
立
図
書
館
・
科
学
館
に
行
こ
う
！
〜

読み聞かせを楽しむ少女（図書館）読み聞かせを楽しむ少女（図書館）

火おこしの実験を楽しむ親子（科学館）火おこしの実験を楽しむ親子（科学館）

わたしのオススメ！図書館の定例イベント
市立図書館の定例イベント

【あかちゃんのためのおはなし会】
◇内　容　わらべうた、絵本の読み聞かせ

◇対　象　０歳～３歳

◇日　時　毎月第２・第４金曜日14時～14時30分

市立図書館図書係

田中 伊礎子先生

人工衛星オデッサいん石

【おはなしのじかん】
◇内　容　市立図書館嘱託職員による絵本や紙

芝居の読み聞かせなど

◇対　象　幼児や小学生とその保護者

◇日　時　毎週木曜日15時30分～16時

【キッズタイム】
◇内　容　ボランティアグループによる絵本の読

み聞かせ・人形劇・手遊び歌など

◇対　象　幼児や小学生・中学生とその保護者

◇日　時　毎週土曜日14時～

【 「がらがらどん」おはなし会】
◇内　容　読書グループ「おはなし文庫がらがらど

ん」による絵本の読み聞かせ・人形劇、パ

ネルシアターなど

◇対　象　幼児や小学生とその保護者

◇日　時　毎月第１・第３土曜日11時～11時30分

市立図書館では本を好きに
なってもらえるよう、さまざまな
定例イベントを行っています。
中でもわたしの一押しは、あか

ちゃんのためのおはなし会。
赤ちゃんに読み聞かせはまだ

早いと思っている人もいるかも
しれませんが、実は赤ちゃんも絵
本が大好き。赤ちゃんのころから
絵本の読み聞かせをすると、言
葉を早く覚え、感性が豊かになる
といわれています。
赤ちゃんがいる家族はぜひ参

加してみてください。

わたしのオススメ！科学館のたからもの
市立科学館の定例イベント

市立科学館

新納 時英館長

【実験ショー】
◇内　容　古代の火おこしに挑戦、いろいろな飛行体、

真空放電の実験、不思議な静電気など

◇日　時　毎週日曜日、祝日12時～

　　　　　（夏・冬・春休み期間は、月・水曜日12時～）

　
【たのしもう!! サイエンス !!】
◇内　容　超能力を科学する、空気のすご～い力、飛

ぶ!?飛ばない!? 飛ぶ力を大実験など

◇日　時　木・金・土曜日10時30分～、15時～、日曜

日、祝日15時～

　
【 ものづくりコーナー】
◇内　容　むにゅむにゅ星人、

しゃくとりむし、われな

いシャボン玉、着地タ

コ、ぺったんスタンプ、

プラトンボなど

◇期　日　毎週木・金・土・日曜日、

祝日（時間は日によって

変わります）

市立科学館には、さまざまな展
示物がありますが、わたしのオス
スメは「オデッサいん石」と「人
工衛星」。
オデッサいん石は1921年にア

メリカで発見されたもの。直接手
で触れて観察できるいん石は全
国でもめずらしいんですよ。
また、４階につるしてある人工

衛星は、宇宙に行った本物と同じ
に作られた地上実験用の実物衛
星。同じものが宇宙に行ったと思
うとロマンを感じますよね。

【市立図書館　250-8500】

【市立科学館　250-8511】

にい ろ ときひで

い そ こ　
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い
ま
す
。ま
た
、市
立
科
学
館
は
２
７
１
万
人

の
方
々
に
来
館
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。両
館
が
多
く

の
方
々
に
愛
さ
れ
、利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、子
ど
も
が
小
学
生
の
こ
ろ
、家
族
で
よ
く

利
用
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
で
数
多
く

の
本
に
目
を
輝
か
せ
、科
学
館
で
、科
学
の
不
思
議
・
お
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
本
市
出
身
者
の
受
賞
は
あ

り
ま
せ
ん
。今
年
の
受
賞
者
・
佐
々
木
ひ
と
み
さ
ん
は

椋
先
生
の
作
品「
自
然
の
中
で
」に
出
会
っ
た
こ
と
が

創
作
の
原
点
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

大
切
な
本
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
、そ
し
て
、そ
の
出
会

い
か
ら
文
学
を
志
す
人
が
鹿
児
島
市
か
ら
も
た
く
さ

ん
出
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。市
立
図
書
館
は
そ
の
お

手
伝
い
を
で
き
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、科
学
の
分
野
で
は
、小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ

さ
」の
帰
還
や
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受
賞
な

ど
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。

実
際
に
自
分
で
体
験
し
、自
然
界
の
法
則
や
す
ぐ

れ
た
科
学
技
術
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、科
学
す
る
心
や
創

造
力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。市
立
科
学
館
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
型
の
施
設
と
し
て
、科
学
の

世
界
に
興
味
を
持
ち
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
も
視
野
に
、今
後
も
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長
に
聞
く

森　博幸 市長森　博幸 市長

〜
祝 
開
館
20
周
年
　

　

市
立
図
書
館
・
科
学
館
に
行
こ
う
！
〜

読み聞かせを楽しむ少女（図書館）読み聞かせを楽しむ少女（図書館）

火おこしの実験を楽しむ親子（科学館）火おこしの実験を楽しむ親子（科学館）

わたしのオススメ！図書館の定例イベント
市立図書館の定例イベント

【あかちゃんのためのおはなし会】
◇内　容　わらべうた、絵本の読み聞かせ

◇対　象　０歳～３歳

◇日　時　毎月第２・第４金曜日14時～14時30分

市立図書館図書係

田中 伊礎子先生

人工衛星オデッサいん石

【おはなしのじかん】
◇内　容　市立図書館嘱託職員による絵本や紙

芝居の読み聞かせなど

◇対　象　幼児や小学生とその保護者

◇日　時　毎週木曜日15時30分～16時

【キッズタイム】
◇内　容　ボランティアグループによる絵本の読

み聞かせ・人形劇・手遊び歌など

◇対　象　幼児や小学生・中学生とその保護者

◇日　時　毎週土曜日14時～

【 「がらがらどん」おはなし会】
◇内　容　読書グループ「おはなし文庫がらがらど

ん」による絵本の読み聞かせ・人形劇、パ

ネルシアターなど

◇対　象　幼児や小学生とその保護者

◇日　時　毎月第１・第３土曜日11時～11時30分

市立図書館では本を好きに
なってもらえるよう、さまざまな
定例イベントを行っています。
中でもわたしの一押しは、あか

ちゃんのためのおはなし会。
赤ちゃんに読み聞かせはまだ

早いと思っている人もいるかも
しれませんが、実は赤ちゃんも絵
本が大好き。赤ちゃんのころから
絵本の読み聞かせをすると、言
葉を早く覚え、感性が豊かになる
といわれています。
赤ちゃんがいる家族はぜひ参

加してみてください。

わたしのオススメ！科学館のたからもの
市立科学館の定例イベント

市立科学館

新納 時英館長

【実験ショー】
◇内　容　古代の火おこしに挑戦、いろいろな飛行体、

真空放電の実験、不思議な静電気など

◇日　時　毎週日曜日、祝日12時～

　　　　　（夏・冬・春休み期間は、月・水曜日12時～）

　
【たのしもう!! サイエンス !!】
◇内　容　超能力を科学する、空気のすご～い力、飛

ぶ!?飛ばない!? 飛ぶ力を大実験など

◇日　時　木・金・土曜日10時30分～、15時～、日曜

日、祝日15時～

　
【 ものづくりコーナー】
◇内　容　むにゅむにゅ星人、

しゃくとりむし、われな

いシャボン玉、着地タ

コ、ぺったんスタンプ、

プラトンボなど

◇期　日　毎週木・金・土・日曜日、

祝日（時間は日によって

変わります）

市立科学館には、さまざまな展
示物がありますが、わたしのオス
スメは「オデッサいん石」と「人
工衛星」。
オデッサいん石は1921年にア

メリカで発見されたもの。直接手
で触れて観察できるいん石は全
国でもめずらしいんですよ。
また、４階につるしてある人工

衛星は、宇宙に行った本物と同じ
に作られた地上実験用の実物衛
星。同じものが宇宙に行ったと思
うとロマンを感じますよね。

【市立図書館　250-8500】

【市立科学館　250-8511】

にい ろ ときひで

い そ こ　

11【特集】祝 開館20周年 市立図書館・科学館に行こう！
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は
、さ
ら
に
広
範
囲
な
情
報
収
集
の
た
め
、

二
週
間
に
わ
た
り
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
は

じ
め
、英
国
内
の
主
な
工
業
都
市
を
視
察

し
ま
し
た
。こ
の
と
き
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の

プ
ラ
ッ
ト
社
か
ら
は
紡
績
機
械
を
、バ
ー
ミ

ン
ガ
ム
で
は
数
千
丁
の
小
銃
や
双
眼
鏡
、

洋
書
な
ど
の
購
入
契
約
を
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
英
国
内
の
視
察
に
と
ど
ま
ら

ず
、七
月
二
十
四
日（
新
暦
九
月
十
三
日
）

に
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
渡
り
、ベ
ル
ギ
ー
、

プ
ロ
シ
ア（
ド
イ
ツ
）、オ
ラ
ン
ダ
、フ
ラ
ン

ス
な
ど
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
視
察
に

も
出
か
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、ベ
ル
ギ
ー
で

は
、以
前
来
日
し
た
こ
と
が
あ
る
フ
ラ
ン
ス

の
貴
族
モ
ン
ブ
ラ
ン
伯
爵
と
の
間
で
、世
界

的
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
商
社

設
立
計
画
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
ベ

ル
ギ
ー
商
社
設
立
は
、後
の
交
渉
で
不
調

に
終
わ
り
ま
す
が
、当
地
に
お
い
て
も
蒸
気

機
関
を
使
っ
た
砂
糖
製
法
や
精
米
、鉄
砲

薩摩の若者 海を渡る

慶
応
元(

一
八
六
五)

年
五
月
、留
学
生

十
五
人
と
と
も
に
英
国
へ
渡
っ
た
新
納
久ひ

さ

修の
ぶ

、五
代
友と

も

厚あ
つ

、松
木
弘こ

う
あ
ん安（
寺
島
宗
則
）

ら
は
、留
学
生
が
語
学
習
得
に
励
む
間
、ロ

ン
ド
ン
市
内
の
学
校
や
病
院
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。ま
た
、以
後
、英
国
に
お
け
る

留
学
生
の
世
話
や
、薩
摩
と
の
外
交
関
係

に
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
英

国
下
院
議
員
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
と
会
見
し
ま

し
た
。オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は
グ
ラ
バ
ー
の
友
人

で
、こ
の
会
見
も
グ
ラ
バ
ー
の
紹
介
に
よ
る

も
の
で
し
た
。オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は
留
学
生
が

日
本
を
出
発
す
る
四
年
前
、在
日
英
国
公

使
館
書
記
官
と
し
て
来
日
し
た
際
、高
輪

東
禅
寺
で
水
戸
藩
士
ら
の
攘じ

ょ
う
い夷
集
団
に
襲

わ
れ
重
傷
を
負
い
、帰
国
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
人
物
で
す
が
、大
の
親
日
家
で
し
た
。

英
国
が
対
日
政
策
を
幕
府
寄
り
か
ら
薩
摩

寄
り
の
姿
勢
に
方
針
転
換
し
た
の
は
、オ

リ
フ
ァ
ン
ト
が
薩
摩
の
外
交
代
理
人
と
し

て
動
い
て
い
た
松
木
弘
安
を
、英
国
外
務

省
当
局
者
に
紹
介
し
働
き
か
け
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
納
や
五
代
及
び
留
学
生
一
行
は
、勉

学
の
か
た
わ
ら
、ロ
ン
ド
ン
か
ら
約
70
㎞
ほ

ど
離
れ
た
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
と
こ
ろ

へ
工
場
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。近
代
化
さ

れ
た
工
場
の
設
備
や
機
械
化
さ
れ
た
農
業

に
驚
く
と
と
も
に
、機
械
操
作
を
習
い
、実

際
に
機
械
を
動
か
す
な
ど
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。工
場
で
は
次
々
と
質
問
し
、初
め
て

機
械
を
動
か
す
日
本
人
を
見
て
、そ
の
器

用
さ
と
熱
心
さ
に
英
国
の
関
係
者
も
驚
い

た
と
い
い
ま
す
。留
学
生
八
人
ず
つ
が
写
っ

た
記
念
写
真（
№
１
１
６
掲
載
）は
、こ
の
工

場
見
学
の
数
日
後
に
撮
ら
れ
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。留
学
生
の
長
沢
鼎か

な
え

が
一

人
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
た
っ
た
の
は
、こ
の

工
場
見
学
直
後
の
こ
と
で
し
た
。

視
察
や
交
渉
を
主
な
任
務
と
し
た
一
行

▪
近
代
化
さ
れ
た
機
械
設
備
に
驚
く

製
造
、学
校
や
病
院
な
ど
を
見
学
し
、パ
リ

へ
向
か
い
ま
し
た
。パ
リ
に
は
一
カ
月
ほ
ど

滞
在
し
ま
す
が
、こ
の
間
、モ
ン
ブ
ラ
ン
伯

爵
と
は
二
年
後
の
慶
応
三（
一
八
六
七
）年

開
催
予
定
の
パ
リ
万
博
参
加
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
重
ね
、ま
た
帰
国
途
中
に
パ
リ
へ

立
ち
寄
っ
た
幕
府
派
遣
の
留
学
生
た
ち
と

も
会
っ
て
い
ま
す
。

一
行
が
留
学
生
の
待
つ
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ

て
来
た
の
は
、十
一
月
三
日（
新
暦
十
二
月

二
十
日
）で
、約
三
カ
月
に
わ
た
る
視
察
旅

行
で
し
た
。こ
う
し
た
英
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
視
察
に
よ
っ
て
、五
代
ら
は
一
層
、広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
商
業
貿
易
活
動
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

パ
リ
万
博
が
開
か
れ
た
の
は
二
年
後
の

こ
と
で
す
が
、薩
摩
藩
や
佐
賀
藩
が
こ
れ

に
参
加
の
意
向
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、遅

鹿
児
島
市
維
新
ふ
る
さ
と
館

　

館
長 

福
田　

賢
治

昭
和
41
年
に
中
学
校
の
社
会
科
教
諭

と
な
り
、清
水
中
学
校
校
長
を
最
後

に
平
成
14
年
３
月
定
年
退
職
。同
年

4
月
か
ら
維
新
ふ
る
さ
と
館
の
歴
史

解
説
員
。19
年
６
月
か
ら
同
館
館
長
。

鹿
児
島
市
出
身
。

そ
の
５

若き薩摩の群像
　（鹿児島中央駅前広場）
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れ
て
幕
府
も
参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。幕

府
が「
日
本
太
君
政
府
」と
し
て
参
加
し
た

の
に
対
し
、薩
摩
藩
は「
日
本
薩
摩
太
守
政

府
」と
し
て「
薩
摩
琉
球
国
王
の
勲
章
」ま

で
つ
く
り
、ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
を
は
じ
め
フ

ラ
ン
ス
政
府
高
官
ら
に
授
け
た
た
め
、外

国
の
人
は
、日
本
に
は
幕
府
以
外
に
も
政

府
が
存
在
し
て
い
る
と
誤
解
し
た
人
も
多

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。薩
摩
藩
は
家
老
の
岩

下
左
次
右
衛
門（
方み

ち

平ひ
ら

）以
下
十
二
人
が
フ

ラ
ン
ス
へ
渡
り
、薩
摩
切
子
や
醤
油
な
ど
多

く
の
も
の
を
出
品
し
ま
し
た
。醤
油
の
こ
と

を
英
語
で「
Ｓ
Ｏ
Ｙ（
ソ
イ
）」と
い
い
ま
す

が
、こ
れ
は
醤
油
を
鹿
児
島
弁
で「
シ
ョ
イ
」

と
か「
ソ
イ
」と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。鹿

児
島
弁
が
そ
の
ま
ま
英
語
に
な
っ
た
事
例

で
す
。

新
納
、
五
代
及
び
通
訳
の
堀
の
三

人
は
英
国
に
渡
っ
た
そ
の
年
の
慶
応
元

（
一
八
六
五
）年
十
二
月
に
英
国
を
た
ち
、

途
中
、ロ
ン
ド
ン
大
学
を
退
学
し
て
パ
リ
で

モ
ン
ブ
ラ
ン
伯
爵
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
留

学
生
田
中
静せ

い

洲し
ゅ
う

と
中
村
宗そ

う

見け
ん

に
会
い
、マ
ル

セ
ー
ユ
を
出
帆
し
帰
国
し
ま
し
た
。欧
州

諸
国
の
視
察
で
得
た
情
報
を
、ひ
と
ま
ず

藩
に
報
告
す
る
た
め
の
帰
国
で
し
た
。

▪薩摩勲章（薩摩琉球国王の勲章） 〔尚古集成館所蔵〕
　薩摩藩はパリの万国博博覧会に、薩摩勲章をつくって各国の要
人に贈った。万国博には、薩摩藩と幕府は別々のコーナーを設け、
出品した。

▪トーマス・グラバー　〔尚古集成館所蔵〕
　イギリス人。安政６（1859）年上海から長崎にきて「グラバー商会」を
設立。貿易業を営む。五代友厚と親交があり、海外留学生派遣に協力
した。
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赤
あ か つ か

塚 守
まもる

さん

昭和32年鹿児島市生まれ。昭和51年
鹿児島県警察官を拝命。平成20年、鹿
児島中央警察署天文館対策課に配属
され、天ちゃん劇団の結成に関わる。
現在、劇団の台本作成や演技指導な
ど、中心メンバーの一人として活躍す
る。

略　　　　歴

鹿
児
島
中
央
署「
天
ち
ゃ
ん
劇
団
」。

笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
の
公
演
に
は
、台

本
の
作
成
や
演
技
指
導
を
行
う
警
察
官
が

脚
本
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
天
文
館
と
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
続
け
よ
う
と
熱

い
思
い
を
持
っ
て
劇
団
の
屋
台
骨
を
支
え

て
い
る
。

天ちゃん劇団

天
ち
ゃ
ん
劇
団
と
一
緒
に
、天
文
館
の
安
全
・
安
心
と
、

　
　
　
　
　
　

犯
罪
被
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
た
い

天
ち
ゃ
ん
劇
団
と
一
緒
に
、天
文
館
の
安
全
・
安
心
と
、

　
　
　
　
　
　

犯
罪
被
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
た
い
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赤
塚
さ
ん
が
劇
団
活
動
を
続
け
て
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
る
の
は
、「
分
か

り
や
す
か
っ
た
」、「
ぜ
ひ
ほ
か
の
人
に
も
見

て
ほ
し
い
」と
話
す
観
客
の
声
を
聞
く
と

き
。劇

団
が
地
域
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
後
の
課
題
は
、観
客
を
飽
き
さ
せ
ず

に
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。

そ
の
た
め
、せ
り
ふ
に
鹿
児
島
弁
を
取

り
入
れ
、小
道
具
は
目
立
つ
も
の
を
使
う

な
ど
、観
客
が
劇
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、劇
団
員
も
時
折
ア
ド
リ
ブ
を
織

り
交
ぜ
、観
客
の
笑
い
を
誘
う
。

「
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、台
本
作
り
や
演
出
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
」と
本
音
も
チ
ラ

リ
。「

天
文
館
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、地
域

住
民
が
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、天

ち
ゃ
ん
劇
団
で
の
活
動
を
通
し
て
、観
客
の

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」と
話

す
。赤

塚
さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
は
、み
ん

な
に
愛
さ
れ
る
天
文
館
と
市
民
生
活
を
守

る
た
め
、劇
団
の
公
演
日
程
で
び
っ
し
り
と

埋
ま
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
中
央
署「
天
ち
ゃ
ん
劇
団
」の
寸

劇
。鹿
児
島
弁
を
織
り
交
ぜ
た
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
演
技
に
、毎
回
、会
場
中
が
大

き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
る
。

平
成
20
年
７
月
、犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
の
被
害
を
分
か
り
や
す
く
効
果
的
に
伝

え
る
た
め
に
、鹿
児
島
中
央
署
長
の
号
令

で
天
ち
ゃ
ん
劇
団
は
結
成
さ
れ
た
。

署
内
各
課
の
若
手
警
察
官
を
中
心
に
、

署
長
以
下
30
人
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

交
通
事
故
の
被
害
や
、振
り
込
め
詐
欺

な
ど
犯
罪
被
害
の
防
止
に
向
け
て
、忙
し
い

本
務
の
合
間
に
、行
政
や
福
祉
施
設
、小
・

中
学
校
な
ど
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

公
演
数
は
こ
れ
ま
で
40
回
を
超
え
、笑

い
の
絶
え
な
い
公
演
は
、好
評
を
博
し
て
い

る
。

劇
団
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
人
気
の

「
天
ち
ゃ
ん
」と「
天
子
ち
ゃ
ん
」。

天
ち
ゃ
ん
は
、平
成
19
年
５
月
５
日
生
ま

れ
。天
文
館
の
さ
ら
な
る
治
安
改
善
に
取

り
組
む
た
め
、天
文
館
対
策
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
劇
団
結
成
前
に
誕

生
し
た
。

大
き
な
目
や
耳
、口
は
、天
文
館
の
情
報

や
出
来
事
に
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
、天
文
館

で
起
こ
っ
た
問
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て

い
こ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

劇
団
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
天
ち
ゃ
ん
の
活

動
が
地
域
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
天
文
館
を
さ
ら
に
安
心
安
全
な

ま
ち
に
し
よ
う
と
、平
成
20
年
10
月
10
日

に
は
、天
ち
ゃ
ん
の
妹
・
天
子
ち
ゃ
ん
が
誕

生
し
た
。

天
ち
ゃ
ん
と
天
子
ち
ゃ
ん
の
活
動
は
、

地
域
住
民
か
ら
親
し
ま
れ
、新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
に
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。台

本
の
作
成
は
、赤
塚
さ
ん
が
ず
っ
と
担

当
し
て
い
る
。

台
本
を
書
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、仕

事
上
経
験
し
た
こ
と
が
テ
ー
マ
な
の
で
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
書
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。内
容
は
、観
客
の
年
齢
層
に
応
じ

て
、親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
も
の
に

な
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

「
台
本
を
書
く
上
で
一
番
気
を
つ
か
う

の
は
、演
技
経
験
が
少
な
い
メ
ン
バ
ー
の
た

め
に
、せ
り
ふ
を
な
る
べ
く
短
く
し
て
、演

技
の
中
で
、テ
ン
ポ
よ
く
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

考
え
る
こ
と
で
す
ね
」と
赤
塚
さ
ん
。

台
本
に
は
、観
客
に
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
を
必
ず
盛
り
込
む
。例

え
ば
、振
り
込
め
詐
欺
を
題
材
に
し
た
と

き
は
、一
番
被
害
が
多
い
手
口
や
新
た
に
発

生
し
た
手
口
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
具
合

だ
。け

い
こ
は
早
朝
に
行
う
こ
と
が
多
く
、勤

務
の
都
合
上
、全
員
で
練
習
で
き
な
い
と
き

も
あ
る
。

こ
の
た
め
、台
本
の
パ
ー
ト
を
い
く
つ
か

に
分
け
て
、練
習
に
参
加
で
き
な
い
メ
ン

バ
ー
が
自
分
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

台
本
の
作
成
を
行
う
と
い
っ
た
配
慮
を
欠

か
さ
な
い
。

け
い
こ
中
は
、メ
ン
バ
ー
の
動
き
に
熱
い

視
線
を
送
り
、メ
ン
バ
ー
の
個
性
や
魅
力
を

引
き
出
そ
う
と
、身
振
り
手
振
り
で
の
演

技
指
導
を
行
う
。

さ
な
が
ら
、そ
の
姿
は
プ
ロ
顔
負
け
の
脚

本
家
だ
。

天
ち
ゃ
ん
の
誕
生
と

天
ち
ゃ
ん
劇
団
の
結
成

台
本
を
作
成
す
る
警
察
官
は

プ
ロ
顔
負
け
の
脚
本
家

最終リハーサル。本番さながらの熱演です。

劇
団
活
動
で
天
文
館
の
安
全
・
安

心
と
市
民
生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い



7月9日
ナポリ市との姉妹都市
盟約50周年記念式典
森市長を団長とする親善訪問団がナポリ
市を訪れ、両市長が盟約50周年の協議書
に署名し、両市の友情をさらに深めました。
また、ナポリ市の新都心に「鹿児島広場」が
誕生しました。

16カメラトピックス

8月21日
第10回記念かごしま錦江湾
サマーナイト大花火大会
大迫力の２尺玉の２発同時打ち上げやナ
ポリ市との姉妹都市盟約50周年、マイアミ
市との姉妹都市盟約20周年を記念した花
火など、過去最高の約1万6000発が夏の
夜空を彩りました。

7月20日
鹿児島市スポーツ特別表彰
サッカーワールドカップ南アフリカ大会で
活躍した本市出身の遠藤保仁選手と鹿児
島実業高校出身の松井大輔選手を称えて
行われた表彰式には多くの市民が駆けつ
け、受賞を祝いました。

8月4日
観光交流センターオープン
観光交流スペースや飲食店などが入ったセ
ンターがナポリ通り沿いの甲突川右岸緑地
に完成。周辺にはオープンテラスなども整
備され、対岸の歴史ロード“維新ふるさとの
道”に続き、新たなにぎわい交流空間が誕
生しました。

８月上旬
（都市農業センターのひまわり）



17 カメラトピックス

9月7日
子どもミーティング参加者が
まちづくりを提言
市内の中学生と高校生計23人が夏休み
に、鹿児島市のまちづくりについて話し合
い、代表６人が観光などのアイデアをまと
めた提言書を市長に手渡しました。

10月1日
市コミュニティバス「あいばす」
運行地域が拡大
平成20年10月に吉野・谷山・喜入の３地
域で運行を開始したあいばす。伊敷東部
地域など新たに７地域での運行が始まり、
ほとんどの交通不便地域がカバーされるこ
とになりました。

9月8日〜13日
三市連携伝統的工芸品の集い
来年３月の九州新幹線全線開業を盛り上
げるためのプレイベントとして行われたこの
集いでは、本市、熊本市、福岡市の代表的
な伝統工芸品約150点が展示されました。

10月16日・17日
第５回かごしまアジア青少年芸術祭
宝山ホールで開催された音楽祭には、本市
とアジア６カ国から約160人の青少年が参
加し、音楽やダンスなどを通じて交流を深
めました。

11月上旬
（慈眼寺公園のコスモス）



　

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る「
鹿
児
島
市
」。

　

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、行

政
と
協
働
し
て
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.11
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　　
　

地
域
ケ
ア
交
流
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ
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福
祉
事
業
所
と
地
域
は
互
い
に
連
携

し
、支
え
合
い
な
が
ら
、支
援
を
受
け
る

人
た
ち
が
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
、い

つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
地
域
の
中
で
高
齢
者
が
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
生
活
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
地
域
密
着
型
の
事
業
所
は
、地

域
と
の
交
流
な
ど
の
連
携
が
重
要
で
す
。

し
か
し
お
祭
り
な
ど
地
域
と
の
交
流

の
機
会
を
設
け
て
も
な
か
な
か
地
域
か

ら
の
参
加
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ま

た
単
独
の
事
業
所
で
は
日
常
業
務
に
追

わ
れ
、そ
う
い
っ
た
交
流
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で「
複
数
の
事
業
所
が
連
携
し

て
負
担
を
分
担
し
、地
域
に
出
向
い
て

関
係
づ
く
り
を
し
よ
う
」と
考
え
、平
成

19
年
に
10
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
地
域
ケ
ア
交
流
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

地
域
の
公
民
館
で
介
護
予
防
講
座
な

ど
の
活
動
を
始
め
た
当
初
は
、メ
ン
バ
ー

同
士
も
日
ご
ろ
接
点
が
な
い
た
め
、戸

介
護
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、感

謝
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、介
護
の

方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
に
事
業
所
の
枠
を
超
え
、

お
互
い
に
協
力
し
、相
談
す
る
関
係
を

作
ろ
う
と
、吉
田
地
域
の
医
療
・
福
祉
事

業
所
に
勤
め
て
い
る
人
た
ち
が
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
懇
親
会
の
名

称
が「
地
域
ケ
ア
交
流
会
」。こ
の
会
の

開
催
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
で
発
展
す
る
活

動
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
会
で
地
域
の
支
援
活
動
を
す
る

上
で
、地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
議
論
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

惑
う
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ

打
ち
解
け
て
き
て
、地
域
の
人
た
ち
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
事
業
所
だ
け
で
な
く
、商
工
会

青
年
部
な
ど
と
の
連
携
も
深
め
る
こ
と
で

「
福
祉
フ
ェ
ス
タ
in
よ
し
だ
」の
開
催
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

福
祉
フ
ェ
ス
タ
in
よ
し
だ
は「
福
祉
の

力
」を
地
域
活
性
化
に
役
立
て
て
、福
祉

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。今
年
も
市
の「
市
民

と
つ
く
る
協
働
の
ま
ち
事
業
」の
助
成
を

受
け
、開
催
し
ま
し
た
。

当
初
は
参
加
や
協
力
を
得
る
の
も
大

変
で
し
た
が
、イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、３
回
目
と
な
る
今
回

は
40
を
超
え
る
個
人
や
企
業
、団
体
に

参
加
・
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
視
野
が
狭
く
な
る
メ
ガ
ネ

を
か
け
て
の
風
船
バ
レ
ー
体
験
や
認
知

症
予
防
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
電
動

カ
ー
の
体
験
試
乗
、福
祉
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
考
え
る「
福
祉
」は
高

齢
者
や
障
害
が
あ
る
人
た
ち
へ
の
福
祉

だ
け
で
な
く
、そ
の
地
域
に
住
む
人
た

ち
す
べ
て
が
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
商
工
会
・
町

内
会
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

て
、地
域
の
人
や
団
体
な
ど
が
持
つ
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、モ
ノ
な
ど
を
紹
介
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、楽
し
み
な
が

ら
わ
た
し
た
ち
が
取
り
組
む「
福
祉
」へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
こ
と

で
、介
護
予
防
の
普
及
だ
け
で
な
く
、地

域
と
一
緒
に
地
域
福
祉
や
教
育
、経
済

を
活
性
化
す
る
な
ど
、さ
ら
に
社
会
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

始
ま
り
は
悩
み
の
共
有
か
ら

福
祉
フ
ェ
ス
タ
in
よ
し
だ

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

い
か
に
地
域
に
密
着
し
た
福
祉

が
で
き
る
か
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取◆材◆メ◆モ
「福祉を充実する上で制度は重要で

すが、自分たちに何ができるか、何をす

べきか考えることが大切です」と語る貴

島さん。そんな熱い思いと積極的な行

動力が地域にネットワークをつくり、住

民の幸せづくりに向けた取り組みにつ

ながっていることを感じました。

ま
た
、市
の
委
託
事
業
で
、現
場
管
理

者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
向
上
さ
せ
、

介
護
職
員
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
や
意

欲
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
に
向
け
た「
介
護
人
材
定
着
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。今
後
、さ
ら
に
進
ん
で
い
く
高
齢
社

会
の
中
で
、介
護
に
携
わ
る
人
材
の
育

成
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

妊婦の体験ができるブース

実際に車いすに乗る体験 アイマスクをして階段を下る体験新鮮な野菜が並ぶバザー

介護予防に役立つ健康体操を体験

視野が狭くなるメガネをかけての風船バレーの体験

「地域を元気に！福祉を元気に！」
第3回福祉フェスタinよしだ

話
を
し
て
く
れ
た
人

地
域
ケ
ア
交
流
会

理
事
長　

貴
島　

正
浩
さ
ん

問
い
合
わ
せ 

1
２
９
４
・
４
５
６
１
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郷土舞踊研究家

永
な が

田
た

　明
あ き

子
こ

さん

大正１２年東京都生まれ。昭和１７年に鹿
児島県立女子師範学校を卒業後、教員に。
在職中から長年にわたりおはら祭などで
踊りの指導に携わるほか、昭和５４年には
チェスト太鼓保存会を設立。昭和５９年に
定年退職後も、郷土舞踊の指導を続ける。



大
切
で
す
し
、そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
生
ま
れ
る

〝
整
っ
た
美
し
さ
〟が
大
好
き
な
の
で
、振
り
付
け

を
考
え
る
と
き
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

来
年
は
い
よ
い
よ
60
回
を
迎
え
る
お
は
ら
祭
。

当
初
か
ら
関
わ
っ
て
き
て
、米
寿
で
迎
え
ら
れ
る
の

は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。59
回
目
の
今

年
も「
振
付
け
講
習
会
」な
ど
で
元
気
に
踊
り
の
指

導
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、近
年
、小
・
中
学
校
の
運
動
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
お
は
ら
節
の
踊
り
が
消
え
て
い
る

学
校
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
危き

惧ぐ

を
感
じ

て
い
ま
す
。踊
り
に
限
ら
ず
、子
ど
も
た
ち
や
若
者

が
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
は
大
変
残
念
で
す
。今
の
日
本
は
、芯
の

通
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、日
本
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
良
さ
に
気
づ

い
て
い
な
い
人
が
多
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

れ
か
ら
も
踊

り
を
通
し
て
、
将

来
を
担
う
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
に
日

本
の
伝
統
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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城
下
町
の
歴
史
と
文
化
の
薫
り
を

感
じ
ら
れ
る
「
歴
史
と
文
化
の
道
」

た
。意
外
と
当
時
の
様
子
を
知

る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、城
山
の
ふ
も
と
で
色
鮮
や

か
な
花
々
や
植
木
の
並
ぶ
通
り
を
散
策
す
る
の
が

と
て
も
楽
し
み
な
も
の
で
し
た
。

県
立
女
子
師
範
学
校
で
は
大
変
厳
し
い
指
導

を
受
け
る
日
々
で
し
た
。卒
業
後
、18
歳
で
当
時
の

国
民
学
校
の
教
師
と
な
っ
て
以
来
42
年
間
、教
育

の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。太
陽
国
体
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
踊
り
の
演
出
や
指
導
も
し
て

き
ま
し
た
が
、お
は
ら
祭
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
こ
と

は
思
い
出
深
い
出
来
事
の
一
つ
で
す
。そ
の
こ
ろ
の

踊
り
連
は
、清
滝
橋
か
ら
照
国
神
社
に
向
か
っ
て

進
み
、神
社
の
境
内
の
広
場
で
一
周
し
て
終
わ
る

と
い
う
コ
ー
ス
で
、今
の
お
は
ら
節
の
振
り
付
け
も

ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。当
時
、体
育
の
教

師
と
し
て
指
導
し
て
い
た
女
子
興
業
学
校（
現
・
鹿

児
島
女
子
高
校
）の
連
は
全
て
の
踊
り
連
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
、指
導
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
踊
り
を
６
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
の
で
、も

う
80
年
以
上
続
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。根
っ

か
ら
の
江
戸
っ
子
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、曲
が
っ
た

こ
と
が
大
嫌
い
。率
直
に
び
し
っ
と
し
た
指
導
が

モ
ッ
ト
ー
で
す
。最
近
で
は
、礼
儀
作
法
も
含
め
て

若
者
を
指
導
し
て
ほ
し
い
と
、企
業
か
ら
踊
り
の

指
導
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。き
っ
ち
り

と
し
た
所
作
や
き
れ
い
に
揃
っ
た
全
体
の
動
き
が

県
立
博
物
館
の
前
か
ら
西
郷
隆
盛
銅
像
前
を

通
り
、私
学
校
跡
ま
で
続
く
こ
の
一
帯
は
、島
津
氏

の
居
城
だ
っ
た
鶴
丸
城
跡
な
ど
多
く
の
史
跡
が

残
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、市
立
美
術
館
、県
立
図

書
館
、県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
な
ど
の
教

育
・
文
化
施
設
が
立
ち
並
び
、ま
さ
に
島
津
７
０
０

年
の
歴
史
と
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
道
で
す
。

整
然
と
し
た
通
り
の
雰
囲
気
と
歴
史
を
感
じ
る

石
垣
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た〝
非
日
常
の
お
も
む
き
〟

を
感
じ
ま
す
。春
は
桜
、夏
は
蓮は

す

が
見
事
な
花
を
咲

か
せ
、ま
た
四
季
を
通
し
て
き
れ
い
に
手
入
れ
さ

れ
た
花
壇
を
季
節
の
草
花
が
彩
る
風
景
に
は
、本

当
に
癒い

や

さ
れ
ま
す
。

私
は
関
東
大
震
災
の
年
に
東
京
・
神
田
で
生
ま

れ
ま
し
た
。15
歳
で
鹿
児
島
出
身
の
両
親
と
本
市

に
移
り
住
み
、鹿
児
島
高
等
女
学
校
に
転
入
、そ
し

て
県
立
女
子
師
範
学
校
に
学
び
ま
し
た
。

当
時
は
清
水
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、通
学

で
毎
日
こ
の
道
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。鶴
丸
城
跡
に

あ
っ
た
旧
制
第
七
高
等
学
校
の
バ
ン
カ
ラ
な
学
生

さ
ん
た
ち
が
行
き
交
う
中
、女
学
生
の
私
は
、少
し

照
れ
な
が
ら
通
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
、甲
突
川
左
岸
緑
地
で
行
わ
れ
て
い
る
春

と
秋
の
木
市
が
、以
前
は
こ
の
通
り
沿
い
で
行
わ

れ
て
い
て
、大
変
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

踊
り
の
指
導
に
情
熱
を
注
い
で
き

た
日
々

米
寿
で
第
60
回
お
は
ら
祭
を
迎
え

る
幸
せ

今年も多くの踊り手と観衆でにぎわった南九
州最大の祭「第59回おはら祭」

石垣に刻まれた
島津７００年の歴史と文化を感じられる道



豊かな海を探る
錦江湾鯨

げ い

類
る い

調査
財団法人鹿児島市水族館公社　展示課展示第二係（イルカチーム）

かごしま水族館では「黒潮浪漫海道」をメインテーマに、主に南西諸島から鹿
児島までの魚たちを多彩な水槽で紹介している。年間約70万人が訪れる観光
施設としてだけではなく、研究施設としても積極的な取り組みが行われている。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、そ
れ
は
開
拓
さ
れ
た
場
所
と
未
開
拓
の
場
所
の
は
ざ
ま
。転
じ
て
、学

問
・
技
術
な
ど
の
最
先
端
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
住
む
鹿
児
島
に
も
、新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
る
人
、最
先
端
を
走
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、そ
ん
な
人
た
ち
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
。

鹿
児
島
の
最
先
端
を
一
緒
に
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

Kagoshima
Frontier
Kagoshima
Frontier

22かごしまフロンティア

◇開館時間　9時30分〜18時
◇休館日　12月第１月曜日から４日間
◇場　所　本港新町３−１
◇電　話　226-2233
◇ホームページ　http://www.ioworld.jp



平
成
９
年
５
月
、市
民
の
水
中
に
住
む

動
物
へ
の
知
識
を
深
め
、自
然
環
境
へ
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、か
ご
し
ま

水
族
館
が
開
館
し
た
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
通
り
、２
階
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

昇
っ
て
い
く
と
、目
の
前
に
現
れ
る
黒
潮
大

水
槽
。人
気
者
の
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
悠
然
と

泳
ぐ
、館
内
最
大
の
水
槽
で
あ
る
。ま
た
、

イ
ル
カ
や
ラ
ッ
コ
も
い
て
、子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
。平
成
22
年
４
月
に
は
入

館
者
９
０
０
万
人
を
突
破
。鹿
児
島
市
の

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

そ
の
一
方
で
、水
族
館
が
学
術
的
な
調

査
研
究
施
設
と
し
て
の
顔
を
持
つ
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。

イ
ル
カ
は
ク
ジ
ラ
類
ハ
ク
ジ
ラ
亜
目
に

属
す
る
種
の
う
ち
、成
体
の
体
長
が
４
メ
ー

ト
ル
以
内
の
比
較
的
小
型
の
ク
ジ
ラ
を
指

す
こ
と
が
多
い
。

古
く
か
ら
錦
江
湾
に
イ
ル
カ
が
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、種
類
、頭
数
、

分
布
な
ど
全
く
資
料
が
な
か
っ
た
。平
成

11
年
、水
産
庁（
現
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
）遠
洋
水
産
研
究
所
が
錦
江
湾
を
５

海
域
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
１
隻
の
船
を
走
ら

せ
鯨
類
を
目
視
探
索
す
る
ラ
イ
ン
ト
ラ
ン

セ
ク
ト
法
に
よ
る
、錦
江
湾
鯨
類
調
査
を

始
め
た
。地
元
の
海
を
語
る
水
族
館
は
、錦

かごしまフロンティア23

江
湾
の
鯨
類
情
報
を
市
民
に
伝
え
る
役
目

が
あ
る
と
、鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
と

も
に
調
査
に
参
加
し
た
。

し
か
し
、平
成
14
年
に
遠
洋
水
産
研
究

所
、平
成
19
年
に
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部

が
相
次
い
で
撤
退
。船
で
の
調
査
は
多
く
の

人
員
が
必
要
と
な
る
た
め
、き
め
細
か
い

調
査
が
難
し
く
な
っ
た
。そ
の
た
め
近
年
水

族
館
で
は
、短
時
間
で
広
範
囲
に
確
実
に

調
査
で
き
る
セ
ス
ナ
機
を
使
っ
て
上
空
か

ら
の
目
視
観
察
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
よ

り
、ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
湾
奥
沿
岸

部
、ハ
セ
イ
ル
カ
は
湾
奥
・
湾
中
央
・
湾
口
の

す
べ
て
の
海
域
、ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を
湾
口

部
で
発

見
で
き

た
。（
図

１
）錦

江
湾
で
発
見
さ
れ
る
イ
ル
カ
は
３
種

類
。成
長
す
る
と
腹
側
に
斑
点
が
出
る
ミ

ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
。錦
江
湾
に
最
も
多

く
生
息
し
て
い
る
ハ
セ
イ
ル
カ
。そ
し
て
か

ご
し
ま
水
族
館
な
ど
世
界
中
の
水
族
館
で

一
番
多
く
飼
育
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
だ
。

イ
ル
カ
は
肺
呼
吸
で
１
分
間
に
２
～
３

回
水
面
に
あ
が
っ
て
く
る
。そ
の
際
水
面
か

ら
見
え
る
、背
ビ
レ
の

傷
や
皮
膚
の
で
こ
ぼ
こ

を
確
認
す
る
こ
と
で
ミ

ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

の
個
体
識
別
調
査
も

行
っ
て
い
る
。

船
と
セ
ス
ナ
機
で
得

た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ

ル
カ
の
発
見
位
置
と
そ

の
周
辺
を
重
点
的
に

海
域
調
査
し
、平
成
18

年
ま
で
に
28
頭
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

た
。そ
の
分
布
は
錦
江
湾
の
湾
奥
部
の
岸

近
く
に
出
現
し
、多
く
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
が
継
続
し
て
確
認
さ
れ
、イ
ル
カ
た

ち
が
錦
江
湾
に
定
住
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
し
て
、生
ま
れ

て
間
も
な
い
子
イ
ル
カ
も
観
察
さ
れ
る
な

ど
、
錦

江
湾
で

繁
殖
し

て
い
る

実
態
も

確
認
で

き
た
。

近
年
の
調
査
で
は
錦
江
湾
に
は
３
種

類
合
わ
せ
て
１
年
に
平
均
し
て
３
０
０
頭

も
の
イ
ル
カ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。イ
ル
カ
は
海
の
捕
食
者
の
代
表

だ
。水
族
館
の
イ
ル
カ
は
１
頭
あ
た
り
１

日
10
キ
ロ
～
15
キ
ロ
も
の
魚
や
イ
カ
を
食

べ
る
。仮
に
野
生
の
イ
ル
カ
１
頭
が
１
日

10
キ
ロ
食
べ
る
と
す
る
と
、１
日
に
イ
ル
カ

３
０
０
頭
が
消
費
す
る
量
は
3
ト
ン
に
も

な
る
。こ
れ
だ
け
の
量
を
食
べ
た
と
し
て

も
、イ
ル
カ
が
魚
を
食
べ
つ
く
す
こ
と
は
な

い
。多
く
の
人
が
生
活
す
る
す
ぐ
近
く
の
海

で
、イ
ル
カ
が
今
な
お
生
活
し
て
い
る
こ
と

は
、錦
江
湾
が
豊
か
な
海
で
あ
る
と
い
う

証
拠
。

「
ま
ず
、錦
江
湾
が
魅
力
的
な
海
だ
と
い

う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

う
。さ
ら
に
、こ
の
海
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
。そ
の
た
め
に
私
た
ち
の
鯨
類

調
査
が
必
要
な
ん
で
す
」と
10
人
で
構
成

す
る
イ
ル
カ
チ
ー
ム
を
束
ね
る
久
保
係
長
。

か
ご
し
ま
水
族
館
で
は
鯨
類
調
査
の
結

果
を
公
表
す
る
ほ
か
に
、館
内
に
は
生
き

物
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
て
も
ら
う
展

示
や
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、好
評
だ
。

観
光
施
設
の
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、研

究
調
査
、種
の
保
存
、環
境
教
育
な
ど
、そ

の
役
割
は
思
っ
た
以
上
に
広
く
、奥
が
深

い
。今
後
も
か
ご
し
ま
水
族
館
は
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

展
示
だ
け
が
水
族
館
で
は
な
い

イ
ル
カ
が
定
住
す
る
錦
江
湾

錦
江
湾
と
い
う
豊
か
な
海

ハセイルカハンドウイルカ ミナミハンドウイルカ
同じイルカ。体表のでこぼこと背ビ
レの切れ込みが特徴的。

図１

2001年4月26日撮影

2001年5月25日撮影

ミナミハンドウイルカ
ハセイイルカ
ハンドウイルカ
種類不明鯨類

（南部ら2006）
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「風向き要注意」　木口屋　美穂

「blue note」　栗田　恵梨香

「夕凪」　西田　朱里
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　私たち写真部は、部員34人で楽しく自由に活動しています。
　毎年開かれる純大祭では個人作品の展示も行っているの
で、興味のある人はぜひお越しください。

「あの一瞬」
鹿児島純心女子短期大学写真部

「朝日」　矢神　千恵

「朝の海辺を行く」　高崎　佳奈子

「チャーミーカンガルー」

　年永　真奈美
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❖
な
べ
帽
子
で
保
温
調
理

ク
ッ
シ
ョ
ン
と
見
間
違
え
そ
う
に
な
る
、ふ
か
ふ
か

の
物
体「
な
べ
帽
子
」は
、鍋
に
か
ぶ
せ
て
使
用
す
る

保
温
調
理
器
具
で
す
。

広
島
友
の
会
の
皆
さ
ん
が
、家
庭
で
で
き
る
二
酸

化
炭
素
削
減
対
策
の
１
つ
と
し
て
、調
理
時
間
の
研

究
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

座
布
団
型
の
敷
物
と
ド
ー
ム
型
の
帽
子
が
１
セ
ッ

ト
。使
い
方
は
、敷
物
の
上
に
、火
か
ら
お
ろ
し
た
鍋

を
置
き
、帽
子
を
か
ぶ
せ
る
だ
け
。

な
べ
帽
子
は
、保
温
だ
け
で
な
く
ガ
ス
や
電
気
と

同
じ
役
目
を
す
る
も
う
一
つ
の
火ひ

口ぐ
ち（
熱
源
）と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
置
い
て
お
く
だ
け

で
、材
料
が
や
わ
ら
か
く
な
り
味
が
じ
っ
く
り
と
し

み
込
み
ま
す
。ふ
き
こ
ぼ
れ
や
焦
げ
つ
き
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

「
鍋
を
火
に
か
け
る
時
間
が
短
く
て
済
む
の
で
、

ガ
ス
・
電
気
の
使
用
量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
す
が
、料
理
は
毎
日
す
る
の

で
、な
べ
帽
子
を
使
い
続
け
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
」と
鹿
児
島
友
の
会

の
中
島
紘
子
さ
ん
。

❖
な
べ
帽
子
を
使
っ
て
お
料
理
に
挑
戦

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
で
行
わ
れ
た「
な
べ
帽
子

を
使
っ
た
お
や
つ
作

り
」で
は
、プ
リ
ン
作

り
な
ど
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

通
常
、
プ
リ
ン
作

り
で
は
温
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
ブ
ツ
ブ
ツ
の

す（
空
洞
）が
で
き
や
す
い
の
で
す
が
、な
べ
帽
子

が
あ
れ
ば
大
丈
夫
。ゆ
っ
く
り
温
度
が
下
が
り

な
が
ら
火
が
通
る
の
で
、舌
触
り
の
良
い
お
い
し

い
プ
リ
ン
が
作
れ
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は「
簡
単
に
プ
リ
ン
が
作
れ

た
の
で
び
っ
く
り
。な
べ
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
待
っ

て
い
る
間
は
火
を
使
わ
な
い
の
で
安
心
し
て
ほ

か
の
作
業
が
で
き
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。今
度

は
な
べ
帽
子
を
作
っ
て
、煮
物
な
ど
の
料
理
に
も

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」と
な
べ
帽
子
の
力
に
感

心
し
た
様
子
。

お
で
ん
な
ど
の
煮
込
み
料
理
に
も
力
を
発
揮

す
る
な
べ
帽
子
は
冬
に
ぴ
っ
た
り
。古
着
な
ど
で

手
作
り
す
る
と
さ
ら
に
、地
球
に
や
さ
し
い
。

気
軽
に
お
い
し
い
エ
コ
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

なべ帽子の作り方
①4枚の布を縫い合わせた裏布をボウルにかぶせる
②①の上に綿をのせて整形する
③同じく縫い合わせた表布をかぶせて裏布にまつり縫う
④中の綿がずれないように、数カ所縫い留める
⑤頂点に持ち手をつける
⑥座布団は丸く切った表布と裏布の間に綿をつめて縫い合

わせる

環境リーディングシティを目
指す鹿児島市。
環境に配慮した取り組みをし
ている市民や事業者、学校が増
えています。
皆さんが実践するエコな取り
組みのヒントをご紹介します。

なべ帽子
(鹿児島友の会)下から、冷気が入らないようにしっかり「なべ帽子」をかぶせます
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EVENT ALBUM

すこやか子育て交流館
（りぼんかん）開館イベント

「ひろがる笑顔、支え合う子育て」をコンセプトに10月９
日に開館したすこやか子育て交流館（りぼんかん）。開館イ
ベントでは多くの親子連れが、キャラクターショーやパン作
りなどを楽しんだほか、大型遊具などが置かれたふれあい
ランドでは子どもたちが夢中になって遊んでいました。
◇利用できる人	小学３年生までの子どもとその家族、
	 妊娠中の人、子育て支援団体の人など
◇場　　所　与次郎一丁目10-17
◇電　　話　812-7740
◇開館時間　10時〜18時
◇休 館 日　毎月第１月曜日（祝日のときは翌平日）、年末年始

27 イベントアルバム



～桜島カンパチ～
養殖業
かつ や

森　勝哉さん
（西桜島漁業協同組合組合長）

の

と れ た て

かごしま

桜
島
の
港
で
は
、東
京
・
築
地
市
場
や
全
国
の
量
販

店
向
け
な
ど
に
、全
長
50
㎝
程
度
に
育
っ
た
カ
ン
パ
チ

を
箱
詰
め
に
し
て
、ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
作
業
が
、

年
末
ま
で
見
ら
れ
る
。

「
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
た
自
慢
の
桜
島
カ
ン
パ
チ

を
、全
国
各
地
の
食
卓
に
お
い
し
く
届
け
た
い
」

作
業
を
見
守
り
な
が
ら
、そ
う
語
る
の
は
、桜
島
で

カ
ン
パ
チ
の
養
殖
業
を
営
む
森
勝
哉
さ
ん
。

錦
江
湾
で
育
っ
た
カ
ン
パ
チ
の
純
白
で
脂
が
の
っ
た

身
は
最
高
で
、歯
触
り
の
よ
い
食
感
と
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
旨
味
は
、高
級
刺
身
と
し
て
人
気
が
高
い
。

養
殖
カ
ン
パ
チ
の
出
荷
量
日
本
一
の
鹿
児
島
県
。カ

ン
パ
チ
と
い
え
ば
鹿
児
島
産
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。県
内
に
は
５
件
の
カ
ン
パ
チ
が

ブ
ラ
ン
ド
認
定
さ
れ
て
お
り
、西
桜
島
漁
協
の
カ
ン
パ

チ
は
そ
の
ひ
と
つ
で「
桜
島
カ
ン
パ
チ
」と
い
わ
れ
て
い

る
。県

内
で
カ
ン
パ
チ
の
養
殖
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
平

成
２
年
ご
ろ
。森
さ
ん
は
、そ
の
20
年
も
前
か
ら
、カ
ン

パ
チ
の
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
駆
者
だ
。

錦
江
湾
は
、潮
流
が
速
い
。ま
た
、水
温
が
温
暖
で
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
黒
潮
が
流
れ
込
む
た
め
、外
海

に
近
い
自
然
の
ま
ま
の
環
境
の
維
持
が
可
能
で
あ
る
。

暖
か
い
水
を
好
む
カ
ン
パ
チ
に
と
っ
て
、錦
江
湾
は

絶
好
の
す
み
か
と
い
え
る
。

森
さ
ん
は
、養
殖
で
あ
り
な
が
ら
、天
然
物
に
近
い

身
の
引
き
締
ま
っ
た
カ
ン
パ
チ
を
桜
島
で
育
て
ら
れ

る
と
考
え
、始
め
た
の
だ
。

魚
の
消
費
減
少
や
魚
価
の
低
迷
が
続
く
中
で
、養

殖
業
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

「
カ
ン
パ
チ
の
出
荷
ま
で
に
は
、人
手
や
コ
ス
ト
が
相

当
か
か
る
。食
の
安
全
や
安
心
の
た
め
に
仕
方
の
な
い

こ
と
だ
が
、消
費
者
に
は
、カ
ン
パ
チ
の
お
い
し
さ
と
と

も
に
、そ
の
手
間
ひ
ま
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。養
殖
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
危

機
を
何
度
も
乗
り
越
え
て
き
た
言
葉
に
は
重
み
が
あ

る
。最

後
に
、お
す
す
め
の
食
べ
方
を
聞
く
と
、「
塩
焼
き

に
し
た
り
、桜
島
大
根
と
一
緒
に
煮
つ
け
に
し
て
食
べ

た
り
と
、食
べ
方
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
け
ど
、や
は
り
刺

身
で
食
べ
る
の
が
最
高
だ
よ
」と
森
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、店
頭
に
は
た
く
さ
ん
の
カ

ン
パ
チ
が
並
ぶ
。お
す
す
め
の
食
べ
方
は
刺
身
だ
が
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
に
す
る
の
も
お
い
し

い
。今
が
旬
の
カ
ン
パ
チ
を
、ぜ
ひ
ご
賞
味
あ
れ
。

とれたて旬のかごしま 28

１．材料(２人分)［１人前121kcal］
カンパチ50ｇ、桜島大根200ｇ、
ポン酢大さじ２、ネギ適宜、レモン1/4

２．料理手順
①カンパチをあぶり、食べやすく、薄くスライ
スする。
②桜島大根は鬼おろし(大根の食感を残して
ざっくりとおろすための道具)でおろす。
③ポン酢と①②をあえる。
④好みで刻みネギを散らし、レモンを搾って
できあがり。

手軽で
おいしい
おすすめ
レシピ

手軽で
おいしい
おすすめ
レシピ

「炙りカンパチのおろし合え」
あぶ

桜島カンパチの養殖業の先駆者の森さん

錦江湾で育った桜島カンパチが全国に向けて出荷されていく
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■世代を超えて　体力づくり
小学校の体育館に「バシーッ」と響くスパ

イクの音。その音は、バレーボールをするとき
と同じ迫力です。ソフトバレーボールといえ
ば、指で押すとむにゅっとやわらかく、レシー
ブも楽々上げられる、そんなイメージを覆す
爽
そう

快
かい

な音です。
中郡エンジェルスは発足して15年のソフ

トバレーボールチームで、会員は20代から
60代までとさまざま。毎週２回の練習には10
～15人が参加し、月に１回は必ず行う試合
に向けて、練習に汗を流しています。“勝てば
喜び、負けても楽しめ”をモットーに練習試
合でも笑い声が絶えません。
会員の約７割がソフトバレーボール未経

験。初心者でも気軽に始められることが、年
齢を問わず人気がある理由のひとつでしょ
う。
この競技は、1988年に日本バレーボー
ル協会が性別、年齢、体力、技術などレベル
に応じてプレーできる生涯スポーツとして普
及させようと始めました。ネットの高さは２m

で、長身の人が手をあげると、軽 と々ブロック
できるほど。コートの広さは狭くてバレーボー
ルコートの半分です。４人対４人で試合を
行い、ルールは６人制バレーボールとほとん
ど同じ。県内には約170チームがあり、競い
合っています。
この日初めてプレーした人に感想を聞くと

「初めてなのにボールをたくさん触ることが
できて、楽しかった」。10年以上続けているベ
テランは「40歳から始めたけど、年をとっても
できるスポーツ。“いつからでも、だれでも、い
つまでも”この３拍子がソフトバレーの魅力
です」と話してくれました。
年齢が異なっても楽しく一緒にできるソフ

トバレーボール。世代を超えた交流の輪は
どんどん広
がって“いつ
までも”続く
ことでしょう。

今日も元気です！！

　いつまでも健やかに心豊かに暮らすことはみんなの願い。鹿児島市では健康づくり

の輪を広げるため「かごしま市民健康55プラン」を策定し、市民の皆さんの健康づくり

を応援しています。

　このコーナーでは、健康づくりに取り組んでいる団体を紹介します。

中郡エンジェルス（ソフトバレーボール）

ボールには空気がパンパンに入っています

ネット際では熱い攻防が繰り広げられます
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空
散
歩
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上
空
散
歩

喜
入
生
見
町
は
海
岸
ま
で
迫
る
シ
ラ
ス
台

地
と
錦
江
湾
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
指
宿
市
と

隣
接
し
て
い
ま
す
。
松
林
が
続
く
海
岸
沿
い
に

は
「
生
見
海
水
浴
場
」が
あ
り
、夏
に
は
海
水
浴

を
楽
し
む
多
く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま

す
。
今
年
の
夏
に
は
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
近
く
に
あ
る
柳
ケ
谷
川
の
河
口
に
は

「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ウ
ガ
イ
産
地
」が
あ
り
ま
す
。

「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ウ
ガ
イ
」
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
一
種
で
、学
名
を
「
メ
ヒ
ル
ギ
」と
い
い
、長
く

棒
状
に
伸
び
た
果
実
が
琉
球
の
か
ん
ざ
し
で
あ
る

「
こ
う
が
い
」に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

つ
き
ま
し
た
。
喜
入
生
見
町
に
自
生
す
る
も
の

が
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
最
北
限
と
さ
れ
、国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
、
ボ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
や
駐
車

場
を
整
備
し
、
間
近
で
メ
ヒ
ル
ギ
を
観
察
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

［
喜
入
生
見
町
周
辺

］
整備された「リュウキュウコウガイ産地」と
リュウキュウコウガイの花

新日本石油基地

リュウキュウ
コウガイ産地

国道226号

錦江湾

JR指宿枕崎線

柳ケ谷川

田貫川

生見駅

生見海水浴場

生見小学校 生見漁港

平成22年10月撮影
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